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久留米大学から

来年度以降も医師派遣

今
年
も
１１
月
２６
日
か
ら
２８

日
の
旅
程
で
、
私
と
田
中
議

長

・
大
野
病
院
長

・
村
山
事

務
次
長
の
４
人
で
、
医
師
を

派
遣
い
た
だ
い
て
い
る
久
留

米
大
学
医
学
部
の
内
科

・
外

科
の
主
任
教
授
を
訪
間
し
、

引
き
続
き
本
町
へ
の
医
師
派

遣
の
お
願
い
を
し
て
き
た
。

こ
の
結
果
昨
年
１０
月
１
日

か
ら
交
代
と
な
っ
た
内
科
学

講
座
の
主
任
教
授
、
並
び
に

外
科
学
講
座
の
主
任
教
授
に

は
、
本
町
へ
の
医
師
派
遣
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
内
科

。
外
科

共
に
、
来
年
度
以
降
も
派
遣

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

標
津
病
院
の
医
療
体
制
の

充
実
及
び
強
化
に
向
け
て
、

今
後
い
っ
そ
う
の
努
力
を
し

て
い
く
。

人
□
増
加
対
策
の

一
環
と

し
て
、
平
成
１８
か
ら

『
３
年

以
内
に
住
宅
を
建
て
町
民
と

な

っ
た
ら
、
土
地
は
無
償
で

分
譲
』
を
目
玉
に
、
２８
区
画

を
造
成
し
全
国
募
集
し
て
い

た
美
郷
団
地
は
、
今
年
１０
月

に
残

っ
て
い
た
２
区
画
の
分

譲
が
決
定
し
、
完
売
と
な

っ

た
。
２８
区
画
の
入
居
予
定
者

を
含
め
た
世
帯
の
内
容
は
、

道
外
１０
世
帯
、
道
内
が
同
じ

く
１０
世
帯
、
町
民
世
帯
が
８

世
帯
と
な
り
、
団
地
内
世
帯

人
□
は
７４
人
の
予
定
。
建
築

業
者
は
、
予
定
を
含
め
て
１５

件
が
地
元
業
者
に
確
定
す
る

な
ど
、
５０
％
以
上
を
確
保
し

て
お
り
、
人
□
増
加
や
地
域

経
済
波
及
の
ほ
か
、
多
様
な

人
材
が
移
住
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
活
性
化
全
般
に
貢
献
し

た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る

本
事
業
は
シ
ャ
ー
プ
株
式

会
社
と
基
本
合
意
を
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
が
、
建
設
と

運
営
の
際
の
事
業
主
体
は
、

当
初
計
画
か
ら
別
会
社
を
設

立
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
の
会

社
と
し
て
１１
月
８
日
に

「合

同
会
社
標
津
ソ
ー
ラ
ー
エ
ナ

ジ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
に
と
も
な
い
、
昨
年
１２
月

‐８
日
に
土
地
賃
貸
契
約
を
し

た
。
事
業
量
は
、
当
初
８
Ｍ

Ｗ
で
あ

っ
た
が
、
用
地
の
精

査
の
結
果
１０
Ｍ
Ｗ

〔
キ
ロ
ワ

ツ
ト
に
換
算
し
て

一
万
キ
ロ

ワ
ツ
ト
〕
の
発
電
能
力
に
変

更
さ
れ
た
。
事
業
着
手
は
、

当
初
、
本
年
１１
月
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
シ
ャ
ー
プ
と
し

て
当
町
の
事
業
が
北
海
道
で

の
今
後
の
事
業
展
開
の
基
礎

に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
冬

に
建
設
予
定
地
を
使
っ
て
テ

ス
ト
モ
ジ

ュ
ー
ル
に
よ
る
試

験
発
電
を
実
施
し
、
路
盤
の

強
度
や
積
雪
へ
の
対
応
な
ど

の
デ
ー
タ
を
得
て
詳
細
な
事

稚
内
市
の
太
陽
光
発
電
施
設

業
計
画
を
樹
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
敷
地
造

成
は
来
年
の
５
月
着
手
に
延

期
さ
れ
た
。
町
と
し
て
は
大

き
な
期
待
の
中
で
、
動
向
を

見
守
る
。
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春
先
か
ら
の
長
雨
の
影
響

と
６
月
中
句
の
天
候
不
順
に

よ
り
１
番
草
は
農
家
に
よ
っ

て
１
週
間
か
ら
１０
日
ほ
ど
遅

れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
天

候
の
回
復
に
よ
り
、
サ
イ
レ

ー
ジ
及
び
乾
燥
草
は
、
量

・

栄
養
価
と
も
平
年
並
み
と
な

っ
た
。
ま
た
、
２
番
草
も
遅

れ
が
で
た
が
、
９
月
に
入
り

安
定
し
た
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、

収
量
、
栄
養
価
と
も
に
平
年

よ
り
や
や
良
と
な
っ
た
。
し

か
し
堆
肥
散
布
は
１０
月
か
ら

１１
月
に
か
け
て
、
当
地
方
の

総
雨
量
が
対
前
年
同
期
の
２５０

％
増
、
日
照
時
間
も
３０
％
減

と
な
る
記
録
的
な
天
候
不
順

と
な
り
、
農
作
業
が
大
幅
に

遅
れ
た
。
生
乳
産
業
は
、
本

年
４
月
か
ら
１１
月
末
ま
で
の

８
ヶ
月
間
に
お
け
る
前
年
同

期
対
比
で
は
価
％
増
の
５
万

８
千
８
百
ト
ン
、
販
売
額
は
、

去
年
同
期
の
平
均
乳
価
よ
り

躙
円
ほ
ど
高
い
８４
円
前
後
で

推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年

対
比
で
約
４３
％
増
と
な
る
４９

億
６
千
万
円
と
な
っ
た
。
生

乳
販
売
、
個
体
販
売
、
そ
の

他
牧
草
等
の
販
売
額
を
合
計

す
る
と
、
前
年
対
比
２
％
増

と
な
る
５８
億
９
千
５
百
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
輸

入
家
畜
飼
料
の
価
格
は
上
昇

傾
向
が
続
い
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
問
題
と
相
ま
っ
て
、
今
後

の
酪
農
経
営
に
与
え
る
影
響

が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

今
年
の
秋
サ
ケ
の
水
揚
げ

量
は
前
年
対
比
で
５４
％
増
の

約
７
千
７
百
２０
ト
ン
金
額
で

も
４４
％
増
の
約
３３
億
８
千
万

円
と
、
不
漁
が
続
い
た
過
去

４
年
と
比
較
す
る
と
ま
す
ま

ず
の
結
果
と
な
っ
た
が
、
過

去
１０
年
間
の
平
均
水
揚
げ
量

と
比
較
す
る
と
、
７
割
程
度

ま
で
し
か
回
復
し
て
お
ら
ず
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
漁
業
経

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
全
道
の
水
揚
げ
尾
数
は
、

前
年
度
対
比
で
１０４
％
の
３
千

８
百
８０
万
尾
と
な
っ
た
も
の

の
、
今
年
の
１
尾
当
た
り
の

平
均
重
量
は
四
ｋｇ
で
昨
年
に

比
較
し
２００

ｇ
、　
一
昨
年
と
比

較
し
て
も
、
４００

ｇ
ほ
ど
減
少

し
て
お
り
、
小
型
化
に
よ
る

来
年
以
降
の
漁
獲
量
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
る
。

本
町
の
漁
業
生
産
額
の
７

割
を
超
え
る
秋
サ
ケ
は
、
地

域
経
済
を
潤
す
最
も
重
要
な

資
源
で
あ
り
、
管
内
増
協
が

鋭
意
増
殖
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
更
に
今
年
２
月
に

「標
津
秋
サ
ケ
自
然
産
卵
調

査
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、

標
津
漁
協
、
定
置
漁
業
部
会
、

管
内
増
協
、
標
津
町
が
連
携

し
４０
回
以
上
に
わ
た
り
河
川

で
の
産
卵
調
査
を
実
施
し
た
。

ホ
タ
テ
漁
は
‐２
月
１３
日
現
在

で
昨
年
を
１０
％
上
回
る
４
千

７
百
５０
ト
ン
と
な
っ
た
。
水

揚
金
額
は
、
昨
年
の
平
均
単

価
に
は
及
ば
ず
、
対
前
年
度

同
期
、
約
価
％
減
と
な
る
９

億
３
千
３
百
万
円
と
な
っ
た
。

水
産
加
工
業
は
、
今
年
は
厳

し
い
中
で
加
工
原
料
の
確
保

が
で
き
た
も
の
の
、
秋
サ
ケ

加
工
原
料
は
全
道
的
品
薄
感

か
ら
高
値
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
長
期
に
わ
た
り
厳
し
い

経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

本
町
の
太
宗
魚
種
の
秋
サ
ケ

の
不
漁
は
水
産
加
工
業
の
み

な
ら
ず
運
送
業
や
商
工
業
な

ど
の
関
連
産
業
に
も
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

今
後
も
資
源
回
復
に
よ
る
加

工
原
料
の
増
大

。
安
定
を
期

待
す
る
。
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議会運営

①本会議の会期日程等会議の

運営に関して

②議会活性化対策に関して

総務・経済

①産業環境防災林景観林に関
して

②エゾシカの食害対策に関し
て

③サーモンパークの活性化対
策に関して

④秋鮭資源減少対策に関して

⑤河川災害対策に関して

文教福祉建設

①標津川自然復元川づくり計

画に関して

②福祉行政施策に関して

(介護保険・高額医療費)

一般会計補正予算 (主なもの)
単位 千円

項 目
公共施設協働基金

(リフレッシュ)積立金

g、るさと応援基金

積立金

古多糠望洋台牧場

施設整備補助金

流木処理対策事業

河川流木処理対策

事業

サーモンパーク特

別会計繰出金

河川整備緊急特別

対策事業

金  額 内 容

300,000施設営繕のための基金積立金

Z翻 7量ξ漁 %け
鯖立

‖′∝巫 滉裾膚
替江事

2,0501P皇奇露碁楚恣信庫3蝙栞温
理助成

918忠 類川、植別川の流木処理経費

2,678核王璽菫砧璽罫曇羹韓
外壁等改

暴風・大雨による河川被害の修

4,600復、防護 (崎無異川・古多糠川・
薫別川)

人事異動による補正、事業費確定による補正は記載していない

道
外
で
視
寮

当
委
員
会
で
は
、
１１
月
１８

～
２‐
日
の
日
程
で
道
外
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。
地
熱
発

電
所
と
し
て
国
内
最
大
発
電

出
カ
ーー
万
ｋｗ
の
九
州
電
力
八

丁
原

（
は

っ
ち
よ
う
ば
る
）

発
電
所

（
大
分
県
九
重
町
）

と
国
内
最
大
級
１
万
ｋｗ

（
１０

メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
の
発
電
出
力

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
、

関
西
電
力
堺
太
陽
光
発
電
所

九
州
電
力

八
丁
原
発
電
所

（大
阪
府
堺
市
）
を
視
察
見
学

し
て
来
ま
し
た
。
地
球
内
部

に
潜
在
す
る
熱
を
直
接
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
す
る

地
熱
発
電
、
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
電
気
に
変
換
す
る
太

陽
光
発
電
、
両
者
共
に
、
再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
利
す
る
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
自
然
の

恵
み
を
未
来
に
つ
な
ぐ

「次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」

を
体
験
し
ま
し
た
。

関
西
電
力
堺
太
陽
光
発
電
所

建
設

しべつ議会だより 4



3人の議員が 5項目にわたり町長に質問しました。

巷
間
、
町
民
有
志
の
多

く
の
方
々
が
、
金
澤
町
長
の

３
選
出
馬
に
関
心
を
持
た
れ

て
い
る
。
任
期
残
す
所
、
半

年
と
い
う
今
日
、
時
期
遅
き

に
失
し
た
感
は
否
め
な
い
が

健
康
問
題
を
最
重
要
課
題
と

し
て
捕
え
、
そ
の
面
で
支
障

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
町
民

の
付
託
に
答
え
、
議
会
本
会

議
の
こ
の
公
式
の
場
に
お
い

て
、
力
強
い
意
欲

・
意
志
の

も
と
、
３
選
出
馬
を
表
明
す

べ
き
と
考
え
る
所
で
あ
る
が

本
意
を
雪
六
た
だ
）
し
た
い
。

因

３
期
目
に
向
け
て
、
身

の
振
り
方
を
間
わ
れ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
正
に
身
に
余
る

日
い
で
あ
る
。
馬
齢
を
重
ね

６５
歳
に
な
っ
た
が
、
健
康
面

に
関
し
て
は
、
主
治
医
の
標

津
病
院
長
の
御
墨
付
き
で
、

今
後
と
も
、
町
長
と
し
て
の

任
務
遂
行
上
、
支
障
な
し
と

の
診
断
結
果
を
得
て
い
る
。

来
年
６
月
の
任
期
満
了
に
と

も
な
う
町
長
選
挙
に
向
け
て
、

７
年
半
の
自
ら
の
町
政
を
総

括
し
、
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね

た
道
半
ば
の
政
策
課
題
が
山

積
み
す
る
現
状
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
を
完
遂
す
る
事
が
、

私
の
任
務
で
あ
る
と
存
ず
る
。

町
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
、

町
職
員
の
御
理
解
を
得
ら
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
掛
け

替
え
の
な
い
、
愛
す
る
郷
土

標
津
町
の
為
に
、
三
度

（
み

た
び
）
町
政
を
担
わ
せ
て
頂

き
た
い
。

町
長
は
、
町
政
施
策
執

行
上
の
原
点
を

「
町
民
目
線

に
立
脚
す
る
事
」
と
し
、
又

施
策
実
践
計
画
に
当
っ
て
は

「
選
択
と
集
中
」
を
掲
げ
て
２

期
８
年
間
、
町
政
の
執
行
に

邁
進
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
金
澤
町
政
３
期
目
を
続

投
す
る
に
当
っ
て
、
重
要
な

行
政
課
題
５
点
に
関
し
て
今

後
の
方
向
性
等
を
併
せ
て
笞

弁
を
願
う
。

①
標
津
病
院
に
関
し
て
、
現

在
の
院
長
、
副
院
長
を
含
む

医
師
４
人
体
制
が
、
次
期
金

澤
町
政
に
於
い
て
も
安
定
継

続
と
な
り
う
る
の
か

②
標
津
町
ふ
る
さ
と
新
生
プ

ラ
ン

『
ス
テ
ツ
プ
Ⅱ
』
の
着

実
な
実
践
と
施
策
実
施
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ツ
プ
が
望
ま
れ
る

が
、
そ
の
展
望
は

③
人
□
の
減
少
対
策
の
迅
速

化
が
早
急
な
課
題
で
あ
る
が

基
幹
産
業
を
守
る
為
に
も
総

合
的
花
嫁
対
策
の
強
力
な
る

展
開
が
要
求
さ
れ
る
が

・
・
。

④
町
経
済
活
性
化
の
為
の
、

町
内
業
者
雇
用
体
制
に
見
含

う
公
共
事
業
費
が
望
ま
れ
る

が

・
・
。

⑤
行
政
組
織
力
が
年
々
、
弱

体
化
の
傾
向
に
あ
る
。
酬
員

研
修
を
計
画
的
に
実
施
し
、

派
遣
研
修
を
含
め
て
公
費
を

以
っ
て
費
弁
す
る

一
万
、
初

任
者
の
公
務
員
と
し
て
の
基

本
か
ら
指
導
す
る
必
要
性
が

求
め
ら
れ
る
が

・
・
。

□
】
５
つ
の
質
問
に
関
し
て

ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
な
が
ら

答
弁
さ
せ
て
頂
＜
。

①
医
師
４
人
の
安
定
継
続
を

求
め
る
町
民
の
声
に
答
え
て

院
長
及
び
久
留
米
大
学
医
学

部
の
御
理
解
を
得
る
よ
う
誠

意
を
尽
し
て
参
り
た
い
。

②
平
成
２７
年
度
ま
で
の
５
カ

年
計
画
の

『
ス
テ
ツ
プ
Ⅱ
』

で
あ
る
が
８‐
事
業
３０
億
円
の

許
容
事
業
費
の
中
で
、
２
年

目
の
現
在
、
事
業
費
換
算
５３

％
の
進
捗
率
と
な
っ
て
い
る
。

前
倒
し
で
、
事
業
効
果
が

得
ら
れ
る
件
に
関
し
て
は
、

積
極
的
に
先
駆
け
て
行
き
た

い
。
③
基
幹
産
業
の
後
継
者
対
策

は

『
ス
テ
ツ
プ
Ⅱ
』
の
根
幹

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
人
□

槻
模
経
済
効
果

・
集
積
効
果

へ
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
花
嫁
対
策

に
関
し
て
は
、
潜
在
化
し
て

い
る
面
が
あ
り
、
い
か
に
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て
情

報
を
取
得
し
、
提
供
し
て
い

＜
か
が
課
題
と
な
る
。

そ
れ
に
関
わ
る
職
員
を
専

属
に
す
る
か
、
非
常
勤
に
す

る
か
も
含
め
て
、
善
処
す
べ

き
所
掌
で
あ
る
。

④
公
共
事
業
費
の
平
常
化
に

関
し
て
は
、
従
来
同
様
に
、

国
や
道
に
対
し
、
地
域
提
案

型
の
公
共
事
業
費
の
投
下
を

更
な
る
要
求
を
し
、
土
木
建

設
業
に
関
し
て
、
３
億
円
規

模
を
確
保
し
て
行
き
た
い
。

⑤
町
づ
く
り
に
於
い
て
、
地

域
力

・
町
民
力

・
職
員
力
の

三
カ
の
輸
を
説
い
て
い
る
が

御
指
摘
の
行
政
組
織
力
の
低

下
に
関
し
て
は
、
誠
に
遺
憾

の
念
に
堪
え
な
い
。
珊
員
ら

の
研
修
に
関
し
て
は
、
自
ら

学
Ｓ
ス
タ
イ
ル
を
堅
持
し
、

更
な
る
切
磋
琢
磨
を
求
め
て

行
く
。
３
期
目
に
向
け
て
、
従
前

同
様
に
、
町
民
目
線
に
立
ち

町
政
運
営
を
継
続
す
る
と
共

に
、　
一
皮
剥
け
て
、　
一
歩
前

に
出
る
町
政
を
心
掛
け
て
行

き
た
い
。

木下孝議員

標
津
・金
沢
町
長
が
３
選
出
馬
表
明

「引
き
続
き
町
民
目
線
で
」

強

調

し

、

「
引

き

続

き

町

民

目
線

に

立

ち

町

政

運

営

を

し

て

い
き

た

い

」
と

意

欲

を

述

べ
た

。

金

沢

町
長

は

一
般

質

問

で
木

下
孝

氏

の

質

問

に

答

え

、

「
町

の

た

め

に
や

り

た

い

こ
と

、

や

ら
な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ
と

、
通
半

ば

の

政

策

課

目

に

つ

い

て

、
愛

す

る
郷

土

の

た

め

に

３
度

、
町

政

を

担

わ

せ

て

い
た

だ

き

た

い

一
と

語

っ
た

。
腱
瞑

面

に

つ
い

て

は

間
■

な

い
と

し

た

。

【
標

津

】

１９

日

の
定
例

町
議

会

で

、
来

年

６

月

の

に
３
遇
を
目
指
し
て
出
馬

す
る
こ
と
を
表
明
し
た
金

沢
瑛
町
長
（
“
）
は
町
立
病
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金
澤
町
長
の

３
選
出
馬
の
意
向
は
ｏ

３
期
目
続
投
に

向
け
て
‥

行
政
課
題
５
点

に
関
し
て

■■



▲

後
は
道
の
1責:

の
記
録
的
降
雨
に
よ
る
洪
水

で
河
川
か
ら
大
量
の
流
本
や

散
乱
木
が

一
気
に
下
流
や
海

域
に
流
れ
る
異
常
事
態
で
あ

っ
た
。
す
ぐ
に
、
今
後
の
増

水
に
よ
る
二
次
被
害
の
未
然

防
止
な
ど
道
建
設
管
理
部
対

策
の
検
討
を
強
く
要
望
し
て

き
た
。
今
讀
で
は
住
宅
が
な

く
生
命
財
産
の
危
険
性
も
少

な
い
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効

果
の
関
係
で
対
策
が
後
回
し

に
な

っ
て
い
た
が
、
今
後
、

流
木
処
理
に
つ
い
て
は
道
が

行
う
と
の
回
答
を
得
た
の
で

早
急
な
る
処
理
を
協
議
し
て

い
る
。
な
お
、
町
管
理
の
河

川
に
つ
い
て
は
直
ち
に
流
木

処
理
し
て
い
る
。

●
海
域

・
海
岸
線
流
木
処
理

河
川
管
理
者
か
ら
漁
業

者
に
い
た
る
ま
で
連
携
し
た

中
で
の
将
来
的
対
策
が
必
要

で
あ
り
、
町
の
先
導
的
対
応

が
極
め
て
重
要
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
い
た
い
。

□
一
海
岸
線
の
流
木
処
理
に

つ
い
て
は
、
迅
速
な
処
理
の

た
め
に
、
道
関
連
部
局
、
町
、

漁
協
、
増
協
で
流
木
被
害
対

策
連
絡
会
議
の
開
催
や
、
漁

業
者
に
よ
る
処
理
の
協
力
体

制

。
費
用
負
担
な
ど
、
町
と

し
て
仕
組
み
作
り
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
＜
。

●

河
川
流
木
処
理

集
中
豪
雨

・
長
雨
に
よ

る
河
川
洪
水
で
発
生
す
る
流

木
被
害
は
深
刻
な
問
題
で
あ

る
。
魚
網
等
の
壊
減
的
破
壊

の
恐
れ
が
あ
り
、
特
に
１１
月

の
洪
水
で
河
川
に
散
乱
し
た

大
量
の
流
木
が
放
置
さ
れ
た

ま
ま
で
は
、
中
規
模
増
水
で

も
海
域
に
流
れ
、
決
定
的
被

害
と
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の

影
響
は
漁
業
者
の
み
な
ら
ず

町
内
産
業
か
ら
福
祉
行
政
ま

で
即
座
に
現
れ
る
。

道
は
忠
類
川

・
植
別
川
な

ど
２
級
河
川
の
管
理
者
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
木

は
災
害
に
該
当
せ
ず
、
人
命

財
産
に
直
接
に
影
響
し
な
い

と
対
応
に
腰
が
重
い
。
し
か

し
、
河
川
に
散
在
す
る
流
木

が
今
後
の
降
雨
や
雪
解
け
増

水
で
海
域
に
流
出
し
、
二
次

被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
道

の
不
適
切
管
理
に
よ
る
人
災

で
あ
り
、
道
が
責
任
を
負
う

べ
き
で
あ
る
。

困
【
５
月
の
雪
解
け
水
と
低

気
圧
に
よ
る
大
増
水
や
１１
月

平
成
１５
年
よ
り
継
続
し

て
河
川
環
境
を
取
り
上
げ
て

き
た
。
２２
年
に
は
稚
魚
が
全

滅
し
か
ね
な
い
事
故
が
発
生

し
た
。
そ
の
後
、
町
の
主
導

に
よ
り
、
農
協
。漁
協
の
『
産

業
環
境
に
関
す
る
３
者
会

議
』
が
設
立
さ
れ
た
。
当
初

の
意
見
相
違
を
乗
り
越
え
て
、

相
互
理
解
が
進
み
河
川
環
境

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
評
価
し
た
い
。
標
津
町

の
支
え
は
酪
農

・
漁
業
の
共

生
が
原
点
と
な
る
。
次
期
町

政
に
お
い
て
も
更
な
る
推
進

の
た
め
の
施
策
を
望
み
た
い
。

□
一
協
議
会
設
立
に
つ
い
て
、

当
初
、　
一
方
か
ら
強
い
難
色

が
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

町
が
生
き
て
い
く
に
は
酪
農

と
漁
業
が
共
生
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
理
解

の
も
と
、
両
者
が
誠
意
を
持

っ
て
共
通
認
識
を
深
め
、
河

川
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
古
川

（標
津
川
）
の

腐
泥
対
策
も
解
決
に
進
ん
で

い
る
。
今
後
の
河
川
環
境
の

ス
テ
ツ
プ
ア
ツ
プ
に
知
恵
を

絞
り
た
い
。

小川悠治議員

「三
者
会
議
」を
評
価

の
協
力
進
む

しべつ議会だより 6

河
川
増
水
に
よ
る
流
木
被
害
深
刻

道

の
管
理
責
任
重
大

酪
農

一
．

知
恵
を
　
一



道
道

一
一
四
五
号
薫
別

川
北
線
、
乳
薫
橋
の
改
修
工

事
の
目
的
と
概
要
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

関
連
し
て

一
部
拡
幅
、
舗

装
済
み
の
道
尺
の
今
後
の
工

事
予
定
と
、
通
年
通
行
と
な

っ
た
場
合
、
次
の
点
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

・
道
路
管
理
に
対
す
る
町
と

し
て
の
考
え
方
は

・
工
事
中
の
濁
水
発
生
防
止

に
つ
い
て
は

。
融
雪
剤
散
布
等
に
よ
る
さ

け
稚
魚
へ
の
影
響
に
つ
い

て
。
本
道
道
の
完
成
後
の
交
通

量
の
増
加
に
伴
い
ご
み
の

不
法
投
棄
等
に
よ
り
さ
け

稚
魚
飼
育
へ
の
議
響
が
懸

念
さ
れ
る
が
そ
の
対
策
は

困
”
道
道

一
一
四
五
号
は
、

羅
日
町
か
ら
各
方
面
へ
、
及

び
冬
期
間
の
知
床
峠
通
行
止

め
に
よ
る
、
各
方
面
へ
の
交

通
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
ま
た

本
町
酪
農
業
の
生
産
活
動
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
更
に

東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
道

三
三
五
号
が
津
波
警
報
発
令

な
ど
に
よ
り
、
長
時
間
通
行

止
め
と
な
っ
た
場
合
に
、
地

域
住
民
の
避
難
道
路
と
し
て

重
要
で
あ
る
。

し
か
し
本
道
路
は
乳
薫
橋

を
含
め
道
路
幅
員
が
非
常
に

狭
＜
、
急
カ
ー
ブ
、
急
道
路

勾
配
で
、
大
型
化
し
て
い
る

農
作
業
車
輌
の
通
行
等
を
含

め
、
特
に
冬
期
間
通
行
止
め

と
な
る
こ
と
が
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
要
素
で
あ
る
た
め
、
町

で
は
乳
薫
橋
を
含
ん
だ
未
改

良
区
間
に
つ
い
て
早
期
完
成

と
、
通
年
通
行
を
道
に
要
望

し
て
き
た
。

事
業
主
体
で
あ
る
北
海
道

釧
路
建
設
管
理
部
中
標
津
出

張
所
の
説
明
で
は
、
新
し
い

橋
は
現
在
の
橋
か
ら
薫
別
川

下
流
方
向
に
約
３０

ｍ
離
れ
た

位
置
に
建
設
予
定
で
、
橋
長

は
３‐
．
６

ｍ
長
く
な
り
、
橋

の
高
さ
は
薫
別
側
で
６９

ｍ
ヽ

古
多
糠
側
で
侵

ｍ
高
く
な
る
。

幅
員
は
現
在
の
５８

ｍ
か
ら
‐７

ｍ
拡
幅
さ
れ
片
側
３
．
７５

ｍ

の
両
側
２
車
線
と
な
る
予
定
。

乳
薫
橋
に
接
続
す
る
道
路

は
、
薫
別
側
に
つ
い
て
は
現

在
道
路
改
良
工
事
が
終
了
し

て
い
る
地
点
か
ら
乳
薫
橋
方

向
に
約
１８０

ｍ
直
線
と
な
り
、

現
在
牧
草
地
と
な
っ
て
い
る

箇
所
を
左
カ
ー
プ
の
下
り
勾

配
で
現
道
最
大
１０
％
の
勾
配

が
６
％
と
な
る
。

道
路
幅
員
は

一
般
的
な

道
展
規
格
で
あ
る
車
線
部
が

二
車
線
で
闘

ｍ
の
予
定
。

古
多
糠
側
に
つ
い
て
は
、
橋

か
ら
４７

ｍ
の
地
点
で
現
道
と

擦
り
つ
け
と
な
る
。

事
業
の
予
定
で
は
平
成
２８

年
度
に
は
全
面
開
通
の
計
画

だ
が
平
成
２４
年
で
は
予
算
化

が
難
し
＜
、
来
年
度
も
予
算

化
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な

い
。北
海
道
と
し
て
は
予
算
化

さ
れ
次
第
直
ち
に
事
業
着
手

す
る
こ
と
に
変
更
は
な
い
と

の
答
え
で
あ
る
。

尚
工
事
完
成
後
は
通
年
開

通
と
な
る
。

道
長
の
管
理
主
体
は
北
海

道
だ
が
町
に
関
係
す
る
事
が

あ
れ
ば
当
然
関
わ
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ふ
化
場
へ
は
新
た
な
道
道

と
接
続
す
る
取
り
付
け
道
路

を
設
置
す
る
。

工
事
に
伴
い
発
生
す
る
濁

水
に
つ
い
て
は
、
沈
砂
地
等

を
設
け
、
河
川
に
流
す
際
は
、

水
質
検
査
を
行
う
な
ど
万
全

を
期
す
る
。

融
雪
剤
が
サ
ケ
の
稚
魚
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
知

見
が
少
な
＜
、
不
明
な
こ
と

か
ら
、
ふ
化
場
付
近
の
融
雪

剤
の
散
布
量
や
、
排
雪
の
際

に
ふ
化
場
側
に
飛
ば
さ
な
い

な
ど
今
後
建
設
管
理
部
と
協

議
を
す
す
め
て
い
＜
。

通
年
通
行
に
伴
い
交
通
量

が
増
加
す
る
と
悪
わ
れ
る
。

道
路
や
路
肩
、
側
溝
な
ど

の
ご
み
が
な
い
状
態
を
保
つ

た
め
の
不
法
投
棄
の
抑
止
策

を
講
じ
る
た
め
、
通
年
通
行

が
開
始
さ
れ
た
後
の
状
況
に

よ
り
判
断
し
、
道
路
管
理
者

の
釧
路
建
設
管
理
部
と
協
議

の
う
え
対
応
を
図
る
。

南 憲治議員
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と

工
事
に
つ
い
て



一般会計並びに特別会計決算10会計を認定

平成23年度

平
成
２３
年
度
決
算
審
査
特

別
委
員
会
が
、
１０
月
２３
日
か

ら
２６
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
、
次
の
意
見

を
付
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
人
□
減
少
対
策
の

一
環
と

し
て
、
各
産
業
団
体
の
後
継

者
対
策

（花
嫁
対
策
）
の
充

実
は
か
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
本
人
の
意
志

・
各
団
体

の
意
向
な
ど
の
実
態
を
把
握

し
、
人
□
の
流
出
を
防
ぐ
観

点
か
ら
も
各
団
体
と
の
連
携

し
た
取
組
み
を
強
化
す
る
な

ど
、
総
合
的
な
対
策
を
図
る

こ
と
。

②
行
政
改
革
に
よ
り
著
し
く

正
職
員
が
減
少
し
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
行
政
組
織
力
の

低
下
が
見
一受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

な
ど
の
充
実
や
、
職
場
で
職

員
を
育
て
る
環
境
体
制
の
整

備
を
行
い
、
時
代
に
即
し
た

行
政
組
織
の
構
築
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

③
町
税
収
入
に
つ
い
て
は
、

景
気
の
低
迷
に
よ
り
依
然
と

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
住

民
の
公
平
負
担
の
原
則
か
ら

滞
納
者
に
合

っ
た
適
切
な
収

納
業
務
に
臨
む
べ
き
で
あ
り

特
に
悪
質
者
に
対
し
て
は
、

強
行
措
置
を
取
る
な
ど
の
徹

底
し
た
対
策

。
対
応
を
図
る

こ
と
。

④
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
の
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
２５
年
か
ら
指
定
管
理
者
ヘ

移
行
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

る
が
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

施
設
で
あ
り
、
町
づ
く
り
に

対
し
て
の
大
切
な
部
分
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
サ
イ

ン
の
充
実
を
検
討
す
る
な
ど

今
後
も
継
続
し
て
集
客
対
策

を
図
る
こ
と
。

⑤

「有
害
獣
対
策
」
に
つ
い

て
は
管
内
的
に
エ
ゾ
シ
カ
駆

除
奨
励
金
が
低
い
こ
と
や
猟

反
会
員
の
高
年
齢
化
に
よ
り

減
少
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
元
猟
反
会
や
４
町
と
協
議

し
、
広
域
的
な
駆
除
に
つ
い

て
検
討
す
る
な
ど
、
猟
反
会

組
織

の
存
続
を
含
め
た
対

策

。
対
応
を
図
る
こ
と
。

⑥
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

配
布
さ
れ
た

「主
要
施
策
の

成
果
等
報
告
書
」
に
は
、
事

業
ご
と
の
概
要
・予
算
執
行
・

実
績
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

事
業
内
容
の
検
証
や
評
価

・

改
善
点

・
今
後
の
課
題
な
ど

も
掲
載
し
、
施
策
の
次
年
度

以
降
の
充
実
と
効
果
的
な
事

業
執
行
を
図
る
こ
と
。

審査結果

認  定

事         件         名

平成23年度標津町一般会計決算

平成23年度標津町国民健康保険特別会計 (事業勘定)決算

平成23年度標津町国民健康保険特別会計 (病院事業)決算

平成23年度標津町介護保険特別会計 (事業勘定)決算

平成23年度標津町介護保険特別会計 (サービス事業勘定)決算

平成23年度標津町後期高齢者医療特別会計決算

平成23年度標津町簡易水道特別会計決算

平成23年度町下水道特別会計決算

平成23年度標津町金山地域休養施設等特別会計決算

平成23年度標津町サーモンパーク特別会計決算

審査結果

議案番号

認定第 1号

認定第 2号

認定第 3号

認定第 4号

認定第 5号

認定第 6号

認定第 7号

認定弟 8号

認定第 9号

認定第 10号

定

定

定

定

定

定

定

定

定

認

認

認

認

認

認

認

認

認

コタンコロカムイ(―本柱)〈米坂ヒデノリ氏〉

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

[
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平成23年度 まちの決算書
歳入  60億 5,068万円 差 弓|′

歳出 58億 21万円 12億5,047万円
～町民力・地域力・行政力によるまちづくりの推進～

町債
6億2.763万円
(104%)

(507%)

※自主財源 13億2.591万円  (22196)
※依存財源 47億 2.477万円  (779%)

―般
会計

歳出

対前年比
5.5%減

「財源別」内訳

２̈億２．３６７万円い∃
税冽鋤　　／／

町

・
２
０

億
＜

／

人件■
8億9,916万円

【
065"

国。道支出金
8億633万円
(133q6)

「目的別」内訳

積立金
4億8.515万円
(8496)

繰出金等       ｀
5億9,940万円
(103%)

歳入合計   1  87億 9,660万 円 1  歳出合計   1  85億 4,457万 円
各会計 歳入・歳出決算総括表

会 計 区 分 歳  入 歳  出

一 般 会 計 60億5,068万 円   58億 21万円

国民健康保険特別会計 (事業勘定)  9億 1,037万円  8億 8,985万 円

1,582万円

9,891万 円

1,582アラFヨ

9,891万 円

差 引

2億5,047万 円

2,052アラFヨ

793テヨFヨ

O円

22万円

35万円

0円

O円

O円

2,902万円

△2,746万 円

0円

∠ゝ2,746フラFヨ

2億5,203万 円

介護保険特別会計 (事業勘定)

介護保険特別会計(サービス事業勘定)
特
後期高齢者医療特別会計

局」
簡易水道特別会計    ,

会
下水道特別会計

計
金山地域休養施設等特別会計

サーモンパーク特別会計

特 別 会 計 合 計

3億9,013万 円  3億 8,220万 円

2,995万円 2,995万円

1億320万円   1億 298万円

1億5,892万 円  1億 5,857万 円

3億1,648万 円  3億 1,648万円

企
業
会
計

20億2,379万 円  19億 9,477万 円

国民健康保険特別会計

(病院事業)

収益的収支   6億 6,027万 円  6億 8,773万 円

資本的収支 6,186万 円 6,186アラFヨ

企業会計合計 7億2,213万 円  7億 4,959万 円

総       計      87億 9,660万円  85億 4,457万 円

※各会計の端数処理により、含算と合計額が合わない場合があります。

9

扶助費
3億5.185万円
(6196)

普通建設事業費
11億 5,516万円
(199q6)

7億6,930万円
(132%)



開
校
８０
年
の
熱
い

「再
生
」

※
北
海
道
標
津
高
等
学
校

事
務
長

市
橋

平
成
二
十
三
年
に
本
校
に

赴
任
し
た
の
で
す
が
正
直
に

言
い
ま
す
と
、
「
少
々
不
安
」

で
し
た
。
私
事
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
実
は
十
五
年

ほ
ど
前
に
羅
日
高
校
の
事
務

主
任
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、

そ
の
頃
の
標
津
高
校
と
り
わ

け
生
徒
指
増
が
大
変
な
状
況

を
存
じ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
生
徒
と
接

し
て
み
る
と

一
抹
の
不
安
は

払
拭
さ
れ
ま
し
た
。
「学
校

が
再
生
」
さ
れ
て
い
た
の
で

す
。
生
徒
の
ど
こ
を
見
て
、

「
再
生
」
を
感
じ
た
か
？
大
き

く
二
点
あ
り
ま
す
。

ま
ず

一
つ
目
は

「あ
い
さ

つ
」
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

他
の
学
校
で
も
「挨
拶
運
動
」

を
展
開
し
学
校
内
に
お
い
て

凸日一

は
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
が
出

来
る
生
徒
は
増
え
て
お
り
ま

す
が
学
校
の
内
外
を
間
わ
ず

挨
拶
が
出
来
る
生
徒
達
に
出

会
っ
た
の
は
本
校
が
始
め
て

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

本
年
度
本
庁
（北
海
道
庁
）

の
出
納
局
が
本
校
の
会
計
検

査
に
入
っ
た
時
の
こ
と
な
の

で
す
が
、
検
査
員
が
開
□

一

番
に

「
学
校
の
敷
地
内
の
内

外
を
問
わ
ず
生
徒
の
皆
さ
ん

が
、
笑
顔
で
元
気
に
挨
拶
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
指
導
を
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
？
」
と
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

標
津
町
内
で
は
極
当
た
り

前
の
こ
と
で
「
た
か
が
挨
拶
」

と
悪
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思

※
昭
和
九
年
に
公
立
青
年
学
校

標
津
村
立
標
津
実
践
女
学
校
と

し
て
開
校
以
来
、
標
津
村
立
北

海
道
標
津
実
科
高
等
女
学
校
、

標
津
村
立
北
海
道
標
津
高
等
女

学
校
、
標
津
村
立
北
海
道
標
津

高
等
家
政
学
校
、
北
海
道
中
標

津
高
等
学
校
標
津
分
校
、
標
津

村
立
北
海
道
標
津
高
等
学
校
の

改
編

・
改
称
を
経
て
昭
和
三
十

八
年
道
立
に
移
管
し
現
在
の
名

称
と
な
り
ま
し
た
。

う
の
で
す
が
、
町
外
の
来
訪

者
か
ら
見
る
と
新
鮮
で
高
尚

な
も
の
に
映
る
も
の
で
す
。

ち
よ
っ
と
大
げ
さ
か
も
し

れ
意
せ
ん
が

「笑
顔
で
挨
拶

は
」
標
津
町
の
観
光
戦
略
の

強
力
な
ア
イ
テ
ム
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す

が
…
…
。

２
つ
目
は

「部
活
動
に
取

り
組
む
生
徒
の
姿
勢
」
で
す
。

ご
存
じ
だ
と
目
い
ま
す
が
本

校
は
、
陸
上

。
吹
奏
楽

（
リ

コ
ー
ダ
ー
）
が
全
国
、
卓
球
・

自
然
科
学
が
全
道
大
会
出
場

の

「常
連
校
」
で
す
。
こ
れ

に
本
年
度
は
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

が
全
道
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

同
規
模
の
学
校
で
こ
れ
ほ

ど
の
実
力
の
あ
る
学
校
は
極

め
て
希
で
、
選
手
（生
徒
）
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
顧
間
、
保
護
者
そ
れ
に

「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
標
津
町
」

を
掲
げ
る
自
治
体
が
「
一
丸
」

と
な
っ
て
　
日
夜
努
力
し
て

き
た
結
果
が
実
績
と
な
っ
て

表
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す

高
校
の
適
正
配
置
計
画
の

中
、
学
校
の
統
廃
合
が
推
し

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

（
私
の
勤
務
し
て
き
た
学
校

の
う
ち
２
校
が
廃
校
、
１
校

が
統
合
）
個
々
の
学
校
が
「生

き
残
り
」
を
か
け
て
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
本

校
も
地
域
住
民
の
皆
様
、
標

津
高
等
学
校
教
育
振
興
会
や

町
の
ご
支
援
の
中
、
減
少
傾

向
だ
っ
た
在
籍
数
も
１
７
０

名
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来

て
お
り
ま
す
。
た
だ
ち
よ
っ

と
で
も
力
を
抜
い
て
し
ま
う

と

一
気
に

「
間
□
減
」

「廃

校
」
と
言
う
状
況
に
転
落
し

か
ね
な
い
。
と
言
う
リ
ス
ク

は
絶
え
ず
つ
き
ま
と
っ
て
お

り
ま
す
。

一
〇
年
位
前
の
事
で
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
校
と

同
じ
二
間
□
の
学
校
が
地

元
に
与
え
る
経
済
効
果
を

試
算
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す

（維
持
管
理
費
と
人
件

費

・
生
徒
の
就
学
経
費
）

当
初
で
年
間
約
１
億
２
干

万
と
記
憶
し
て
お
り
意
す
。

現
在
は
経
理
機
構
が
変

わ
り
維
持
管
理
経
費
は
殆

ど
根
室
教
育
局
が
所
管
し

て
お
り
ま
す
が
、
職
員
や

生
徒

（
保
護
者
）
が
町
に

「落
と
す
お
金
」
と
言
う
の

は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
仮
に
五
〇
％

減
と
し
て
も
数
千
万
の
効

果
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
空
知
管
内
で
は

実
際
に
高
校
が
廃
校
と
な

つ
て
し
ま
っ
た
町
村
の
さ

び
れ
た
姿
も
目
の
当
た
り

に
し
て
お
り
ま
す
。

標
津
町
が
同
じ
様
な
事

に
な
ら
な
い
様
職
員

一
同

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

本
校
の
存
続
維
持
の
為
に

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
て
結
び
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

田
JビLヽ

い

編集室今
年
の
年
明
は
い
か
が
で

し
よ
う
か
。
広
報
委
員
と
し

て
今
年
も
ま
た
町
民
の
方
展

に
す
こ
し
で
も
読
ん
で
い
た

だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
発
行

し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま

す
。
昨
年
は
標
津
町
の
四
季

の
変
化
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
暑
さ
寒
さ
が
激
し
く
雨

や
風
も
も
っ
と
も
強
い
年
で

し
た
。
本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
漁
業
、
酪
農
も

一
歩
ま

ち
が
え
れ
ば
た
い
へ
ん
な
災

害
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今

年
に
入
っ
て
か
ら
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
流
行
し
て
い
ま

す
。
体
に
は
気
を
つ
け
て
お

す
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
石
橋
　
昌
幸
）

議

　

長
　
田
中
　
孝
幸

委

員

長
　
大
垣
　
　
勇

副
委
員
長
　
南
　
　
憲
治

委

　

員
　
石
橋
　
昌
幸

委

　

員
　
士
口
田
　
　
智

・標津町議会ホームページ…http://www shibetsutown/91kal html
・お問い合わせ………………91kal@shibetsutown jp しべつ議会だより 10


